





































社 会 科 学 班 報 告 ( 1 )
野 家 ( 2 0 0 5 ) cr物 語 り 行 為 に よ る 世 界 制 作 J) の 物 語 り 論 を 紹 介 す る 。 物 語 り 論 に よ る と 、 日
常 的 言 説 と 科 学 的 言 説 は 、 「 人 称 的 言 説 一 没 人 称 的 言 説 」 の 軸 に 位 置 づ け ら れ る 。
物 語 り と は 、 複 数 の 出 来 事 を 時 間 的 に 組 織 化 す る 言 語 行 為 で あ る ( 物 語 り と い う 言 語 行 為
の 産 物 を 、 物 語 と 呼 ぶ ) 。 物 語 り 論 の 観 点 か ら は 、 世 界 は 事 物 の 総 体 で は な く 、 出 来 事 の ネ ッ
ト ワ ー ク と し て と ら え ら れ る 。 各 々 の 出 来 事 は 、 一 定 の 時 間 的 広 が り を も っ と と も に 、 先 行
す る 出 来 事 ( 原 因 ) 、 後 続 す る 出 来 事 ( 結 果 ) と 結 び つ い て い る 。 こ こ で 原 因 一 結 果 関 係 は 、
物 理 的 因 果 関 係 に 限 ら ず 、 よ り 広 い 意 味 で の 因 果 関 係 ( 物 語 り 的 因 果 関 係 ) を 意 味 す る 。 た
と え ば 、 ピ ッ チ ャ ー の 投 球 動 作 ( と い う 出 来 事 ) が 開 始 さ れ る の は 、 キ ャ ッ チ ャ ー の サ イ ン
( と い う 原 因 ) に 促 さ れ て の こ と で あ り 、 サ ヨ ナ ラ ホ ー ム ラ ン を 打 た れ る ( と い う 結 果 を も
た ら す ) か も し れ な い 。 さ ら に 、 こ の 原 因 一 出 来 事 一 結 果 全 体 を 、 「 キ ャ ッ チ ャ ー の サ イ ン ミ
ス に よ り 敗 戦 し た 」 と し づ 出 来 事 と し て 記 述 す る こ と も で き る 。 こ の よ う に 、 出 来 事 は 相 互
に 入 れ 子 構 造 を な し て お り 、 ひ と つ の 出 来 事 を 同 定 し よ う と す れ ば 、 何 を 原 因 と し 何 を 結 果
と す る か を め ぐ っ て 、 そ れ を 確 定 す る 視 点 と 文 脈 が 要 求 さ れ る 。 こ の 視 点 と 文 脈 を 与 え て く
れ る の が 、 物 語 り に ほ か な ら な い 。 そ こ に は 、 誰 が 言 っ た か に よ っ て 、 物 語 の 内 容 や 妥 当 性
が 左 右 さ れ る と い う 、 人 称 性 が 介 在 す る 。
ち な み に 、 自 然 的 な 出 来 事 で あ っ て も 、 そ の 同 定 に は 視 点 と 文 脈 が 一 つ ま り 、 物 語 り が 一
必 要 で あ る こ と に 変 わ り は な い 。 た と え ば 、 自 然 界 に 「 冷 夏 」 と 「 暑 夏 」 の 区 別 が ア プ リ オ
リ に あ る わ け で は な い 。 「 冷 夏 」 が 出 来 事 と し て 認 知 さ れ る の は 、 そ れ が 冷 害 や 米 不 足 と い っ
た 人 間 的 出 来 事 と 結 び つ い て 一 つ の 物 語 を 構 成 し う る か ら で あ り 、 そ れ を 離 れ て 自 然 界 に 「 冷
夏 」 が 存 在 す る わ け で は な い 。 こ の よ う に 自 然 的 出 来 事 が 位 置 価 を も ち う る 人 間 的 関 心 の 文
脈 こ そ が 、 物 語 り に ほ か な ら な い 。 物 語 り の 中 に 位 置 価 を も た な い 自 然 現 象 は 、 認 知 さ れ る
こ と す ら で き な い 。
と こ ろ で 、 自 然 科 学 的 説 明 も 、 複 数 の 出 来 事 を 因 果 的 に 結 ひ 、 つ け る と い う 点 で は 、 物 語 り
的 説 明 の ー っ と み な し う る 。 し か し 、 自 然 科 学 は 、 万 人 に と っ て 理 解 可 能 な 事 実 の 解 明 を 目
指 す 。 し た が っ て そ れ は 、 特 定 の 視 点 か ら 世 界 の 見 え 方 や 感 じ 方 を 排 除 せ ざ る を え な い 。 自
然 科 学 の 目 覚 ま し い 普 遍 性 と 客 観 性 は 、 物 語 り か ら 人 称 性 を あ た う 限 り 排 除 す る こ と に よ っ
て 獲 得 さ れ た も の で あ る 。 つ ま り 、 自 然 科 学 の 説 明 は 、 没 人 称 的 な 物 語 り と い う こ と が で き
る 。
3 . 物 語 り 論 と 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト
物 語 り 論 の 観 点 か ら す る と 、 環 境 意 識 と は 、 環 境 に つ い て の 物 語 り に ほ か な ら な い 。 そ れ
は 、 環 境 に つ い て の 人 々 の 日 常 的 な 言 説 ( 人 称 的 言 説 ) と 、 環 境 に つ い て の 自 然 科 学 的 説 明
( 没 人 称 的 言 説 ) の 双 方 に よ っ て 構 成 さ れ る 物 語 り で あ る 。 変 換 モ ジ ュ ー ノ レ 作 成 の 作 業 に お
い て は 、 ア ン ケ ー ト で 収 集 さ れ た キ ー ワ ー ド ( 人 称 的 言 説 ) を 、 変 換 条 件 ( 没 人 称 的 言 説 )
と い う 形 で 把 握 し よ う と し て き た 。 こ の 作 業 の ア ウ ト プ ッ ト は 、 人 々 の 人 称 的 言 説 を 利 用 し
た 、 専 門 家 に よ る 新 し い 没 人 称 的 物 語 り と 捉 え る こ と が で き る 。 こ の 没 人 称 的 物 語 り が 、 人 々
の 人 称 的 物 語 り の 中 に ど の よ う に 繰 り 入 れ ら れ て い く の か が 、 環 境 意 識 プ ロ ジ ェ ク ト の 一 つ
の 焦 点 に な る だ ろ う 。
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